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臨時会は昨年11月25日貂、定例会は12月1日豺から19日貊にわた

り開催。

臨時会では、議員や市長等特別職の報酬と市職員の給与を削減する

条例など5議案が可決されました。定例会では本会議、委員会において

慎重に審議を行いました。市政に対してあらゆる角度から一般質問を

行い、市民の暮らしを見つめた論戦が展開され、幼児園実施に関する

条例に附帯決議をつけて可決、平成14年度加西市の決算を認定するな

ど計23議案を可決、認定、または承認しました。

CONTENTS
2～3 主な一般質問と答弁

4 決算特別委員会

5 臨時会・定例会議決結果

6 ・ちびっ子議員登場 ・議案第72号付帯決議

第196回臨時会、第197回定例会を開催



少
子
化
・
核
家
族
化
が

進
み
、
子
育
て
に
つ
い

て
も
「
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
や

「
幼
児
虐
待
」
等
様
々
な
問
題
が
起

き
い
る
。
加
西
市
で
は
ま
だ
顕
著

な
例
は
な
い
が
、
い
つ
起
こ
る
か

予
断
を
許
さ
な
い
。
そ
こ
で
、
少

Ａ
出
生
率
の
低
下
が
顕

著
な
中
で
、
当
市
の

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
は
。

問
題
行
動
、
不
登
校

児
童
及
び
生
徒
の
現

況
と
対
策
に
つ
い
て
。

Ｑ
当
市
に
お
い
て
は
喫
煙
、

不
良
交
遊
、
万
引
き
等

の
問
題
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
対

策
と
し
て
各
学
校
の
生
徒
指
導
担

任
教
諭
を
中
心
に
全
職
員
が
き
め

細
か
な
児
童
生
徒
理
解
に
努
め
、

定
期
的
に
生
徒
指
導
委
員
会
を
開

催
し
、
児
童
、
生
徒
と
話
し
合
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
生
や
大
学

院
生
を
ヤ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
、
学
習
支
援
や
生
徒
の
話
し

相
手
、
ま
た
、
悩
み
の
相
談
相
手

に
も
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

何
か
問
題
行
動
が
生
じ
れ
ば
学
校

長
を
中
心
に
連
絡
体
制
を
組
み
、

事
務
局
、
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

と
と
も
に
事
態
収
拾
に
努
め
て
い

る
。不

登
校
生
は
全
国
的
な
傾
向
と

同
じ
状
況
に
あ
る
。
し
か
し
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ヤ
ン
グ

子
育
て
支
援

教

育

問

題

Ａ

議会だより NO.98（2）

平成13年6月から15年9月までの会議録は、http://www.kaigiroku.net/kensaku/kasai/kasai.htmlでご覧いただけます。
また、過去の会議録は、市立図書館で閲覧できます。

し
で
も
子
育
て
中
の
親
の
負
担
を

軽
く
し
た
り
、
親
子
の
き
ず
な
を

深
め
た
り
し
て
、
の
び
の
び
と
子

育
て
を
し
な
が
ら
幼
児
の
健
全
育

成
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
子
育
て

学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
善
防
公
民

館
・
北
部
公
民
館
で
開
設
し
て
お

り
、
加
西
市
全
域
か
ら
募
集
し
て

い
る
。
歌
・
手
遊
び
・
親
子
体

操
・
折
り
紙
・
水
遊
び
等
を
活
動

内
容
に
し
、
０
歳
児
か
ら
４
歳
児

ま
で
の
親
子
・
家
族
を
対
象
に
、

火
〜
金
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
月
２

回
ず
つ
面
接
･
電
話
相
談
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
に
つ

い
て
の
相
談
も
、
月
〜
金
の
間
で

実
施
し
、
現
在
、
善
防
公
民
館
に

は
８
グ
ル
ー
プ
と
２
つ
の
自
主
グ

ル
ー
プ
の
316
人
が
登
録
、
北
部
公

民
館
に
は
９
グ
ル
ー
プ
・
360
人
が

市
役
所
の
総
合
案
内

係
と
し
て
フ
ロ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
導
入
は
。

Ｑ フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
市

民
参
画
の
一
環
と
し
て
、
市
民
が

持
た
れ
て
い
る
知
識
や
経
験
、
余

暇
時
間
を
利
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
施
設
の
案
内

や
公
園
の
草
刈
、
あ
る
い
は
清
掃
、

植
栽
等
、
役
所
全
般
の
こ
と
に
つ

い
て
ご
協
力
を
い
た
だ
け
な
い
か

と
、
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
フ
ロ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
も
選

択
肢
の
１
つ
と
し
て
ご
協
力
が
得

ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ＡＱ

登
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、

「
子
育
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
を

２
名
ず
つ
配
置
し
、
他
市
町
と
も

研
修
や
交
流
を
重
ね
、
更
に
充
実

さ
せ
て
い
く
。

北部公民館子育て学習センターのみなさん



ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
生

徒
が
少
し
ず
つ
外
に
出
て
人
と
関

わ
り
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ

ー
ス
も
で
て
き
て
い
る
。
対
策
と

し
て
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
相
談
活
動
の
実
施
、
担
任

教
諭
が
不
登
校
生
の
家
庭
を
訪
問

等
、
絶
え
ず
生
徒
と
の
関
係
を
保

ち
、
状
態
に
あ
わ
せ
て
適
応
教
室

へ
の
参
加
を
促
す
な
ど
し
て
い
る
。

一
方
、
保
護
者
へ
も
相
談
活
動
を

実
施
し
、
児
童
、
生
徒
の
再
登
校

に
努
力
し
て
い
る
。

平
成
15
年
度
事
業
を
総

括
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
つ
い
て
は
本
年
よ
り
本
格
実
施

朝
市
の
建
物
に
対
す
る

市
の
補
助
金
は
、
平
成

９
年
度
に
事
業
費
の
約
1/3
に
あ
た

る
200
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
み
ら
い
で
は
、
消
費
者
の

食
に
対
す
る
安
全
･
安
心
志
向
が

高
ま
る
な
か
、
地
元
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
設
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
朝
市
部
会
の

市
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
主
眼
と

し
た
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
が
当
市
で
も
必
要
で
は

な
い
か
。
現
在
の
評
価
シ
ス

テ
ム
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

自
ら
監
視
、
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

Ｑ

（3）議会だより NO.98

朝
市
の
建
物
に
対
す

る
市
の
補
助
金
の
有

無
は
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
朝
市
の
調
整
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｑ

行

政

評

価

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

Ａ

Ａ

組
織
を
母
体
と
し
て
、
生
産
者
組

織
を
強
化
し
、
運
営
を
行
っ
て
い

く
計
画
で
、
現
在
、
朝
市
部
会
と

調
整
中
で
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い

る
。フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

毎
日
新
鮮
で
旬
の
農
産
物
が
販
売

で
き
、
定
年
退
職
者
な
ど
比
較
的

時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
の
農
業
へ

の
参
加
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性

化
が
図
れ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
ま
た
、
朝
市
は
週
２
回
で

す
が
、
生
産
者
と
消
費
者
の
「
顔

の
見
え
る
関
係
」
と
相
互
理
解
が

深
ま
る
な
ど
、
双
方
に
、
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

Ｊ
Ａ
み
ら
い
が
事
業
主
体
だ
が
、

効
率
的
運
営
に
つ
い
て
、
市
も
先

進
地
調
査
を
行
い
情
報
提
供
も
行

っ
て
い
る
。
朝
市
部
会
と
の
調
整

小
児
科
医
が
1
人
し

か
い
な
い
の
で
、
第

2
、
第
4
金
曜
日
の
2
日
し

か
救
急
の
対
応
は
で
き
な
い

と
い
う
小
児
科
医
不
足
に
つ

い
て
。

Ｑ
大
学
に
働
き
か
け
て
、

来
年
の
４
月
に
は
１
名

増
に
な
る
予
定
。
北
播
磨
管
内
で

の
小
児
救
急
の
回
数
も
そ
れ
に
よ

り
増
や
せ
る
と
考
え
る
。

Ａ

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

仕
事
の
内
容
と
そ
の

配
置
状
況
に
つ
い
て

Ｑ
要
介
護
者
や
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

そ
の
方
の
心
身
の
状
況
や
希
望
か

ら
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
市
町
村
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
介
護
保
険
施
設
等

と
の
連
絡
調
整
を
行
う
の
が
主
な

業
務
で
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
は
、
施
設
入
所
者
の
相
談
や
介

護
計
画
を
立
て
る
介
護
保
険
施
設

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
、
在
宅
で

介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
相
談

や
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
居
宅

支
援
事
業
者
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
あ
り
、
市
内
で
は
12
月
１
日
現

在
で
７
施
設
12
名
の
施
設
の
ケ
ア

Ａ

再
建
計
画
で
は
5
年

で
19
名
、
10
年
で
57

名
の
削
減
で
し
か
な
い
。
組

織
の
大
幅
な
見
直
し
17
年
か

ら
3
年
間
は
ど
う
し
て
も
補

充
必
要
な
職
種
以
外
は
採
用

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

Ｑ
組
織
の
見
直
し
は
常
に

必
要
。
現
在
、
庁
内
で

効
率
的
な
事
務
の
執
行
を
行
う
た

め
、
係
等
の
統
廃
合
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
職
制
の
簡
素
化

に
つ
い
て
も
組
織
の
縮
小
の
方
向

で
、
あ
わ
せ
て
昇
格
、
登
用
に
つ

い
て
も
、
よ
り
透
明
性
を
図
り
、

新
し
い
人
事
制
度
の
構
築
も
考
え

て
い
く
。

短
期
間
の
職
員
削
減
は
今
後
10

年
間
に
団
塊
の
世
代
が
定
年
を
迎

え
現
在
の
４
名
に
１
名
が
退
職
と

な
る
。
年
齢
構
成
の
平
準
化
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
る
。

Ａ

加

西

病

院

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

機

構

改

革

も
Ｊ
Ａ
み
ら
い
か
ら
の
要
請
が
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
市
の
助
成
は
、
平
成
９
年
度

に
農
産
物
直
売
所
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
２
回
目
の
補
助
は
で
き
な

い
も
の
と
考
え
て
い
た
が
、
現
在
、

三
木
市
に
も
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
建
設
中
で
あ
る
た
め
、

近
隣
の
状
況
も
参
考
に
し
て
、
総

合
的
に
考
え
て
い
く
。

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
、
12
事
業
所
の
29

名
の
居
宅
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
活
動
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

し
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
不
備

や
職
員
の
不
慣
れ
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ

い
て
も
今
後
よ
り
良
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
施
行
に
向
け
て
改
善
し
て

い
く
。

生産者と消費者のお互いの顔が見える朝市



議会だより NO.98（4）

【
一
般
会
計
決
算
】

〔
財
政
運
営
及
び
財
政
再
建
〕

○
　
公
債
比
率
が
0.9
ポ
イ
ン
ト
、

経
常
収
支
比
率
が
1.7
ポ
イ
ン
ト

前
年
に
比
べ
て
増
加
。
健
全
財

政
に
向
け
財
政
再
建
推
進
計
画

が
策
定
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三

セ
ク
タ
ー
、
土
地
開
発
公
社
等

の
外
郭
組
織
の
う
ち
最
終
的
に

財
政
負
担
が
生
じ
る
潜
在
的
債

務
を
把
握
し
全
体
の
計
画
を
策

定
し
実
行
を
。

○
　
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
は
、

市
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、

実
情
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
主
導
で
で
き
る
財
政
運
用

を
。

○
　
再
建
計
画
の
実
施
は
一
方
的

に
市
民
負
担
を
強
い
ず
市
民
と

行
政
が
対
等
の
立
場
で
理
解
し
、

情
報
公
開
や
対
話
機
会
の
創
出

を
積
極
的
に
実
施
し
、
計
画
を

実
効
あ
る
も
の
に
。

〔
歳
入
関
係
に
つ
い
て
〕

○
　
税
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
料

金
全
般
の
徴
収
体
制
に
つ
い
て
、

情
報
の
一
元
的
な
把
握
と
管
理

に
よ
る
徴
収
効
率
の
向
上
を
。

○
　
北
条
鉄
道
経
営
は
市
街
地
再

開
発
ビ
ル
を
含
む
旧
市
街
地
の

活
性
化
と
連
動
さ
せ
た
経
営
を
。

○
　
夜
間
徴
収
等
の
徴
収
努
力
は

評
価
す
る
が
、
徴
収
体
制
を
よ

り
強
化
し
、
滞
納
処
分
を
行
う

財
産
範
囲
の
拡
張
等
に
よ
り
消

滅
時
効
中
断
に
よ
る
不
納
欠
損

処
分
を
縮
減
す
る
よ
う
要
望
。

ま
た
、
市
税
収
入
の
総
額
で
あ

る
調
定
枠
を
拡
大
す
る
調
査
を
。

○
　
地
域
事
情
を
考
慮
し
乳
幼
児

保
育
の
重
要
性
と
い
う
観
点
か

ら
幼
児
園
構
想
を
検
討
。
ニ
ー

ズ
の
的
確
な
把
握
と
分
析
を
も

と
に
市
民
主
導
の
社
会
保
障
確

立
を
。

○
　
市
民
参
画
に
よ
る
環
境
基
本

条
例
や
環
境
基
本
計
画
の
策
定

に
更
な
る
努
力
を
期
待
。
市
民

が
地
域
の
環
境
課
題
に
関
心
を

持
ち
積
極
的
に
行
動
で
き
る
よ

う
策
定
過
程
の
情
報
公
開
を
。

○
　
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
CO2
削
減
を

積
極
的
に
PR
し
、
生
産
型
社
会

か
ら
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
を
。

○
　
構
造
改
革
特
区
に
加
え
、
産

業
促
進
振
興
条
例
等
支
援
措
置

を
整
備
し
、
企
業
に
対
し
て
立

地
メ
リ
ッ
ト
の
ア
ピ
ー
ル
を
。

○
　
企
業
進
出
の
大
き
な
判
断
基

準
と
な
る
水
道
料
金
は
、
糀
谷

ダ
ム
の
多
目
的
利
用
を
関
係
機

関
へ
要
望
を
。

○
　
再
開
発
ビ
ル
の
空
き
テ
ナ
ン

ト
対
策
は
管
理
組
合
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
一
任
す
る
こ
と
な

く
、
市
と
し
て
積
極
的
に
取
り

組
む
よ
う
要
望
。

○
　
立
体
駐
車
場
の
危
険
箇
所
等

の
早
急
な
改
善
を
。

○
　
学
校
給
食
は
、
セ
ン
タ
ー
方

式
と
単
独
校
方
式
に
よ
る
受
益

者
負
担
の
格
差
是
正
と
地
産
地

消
の
観
点
に
よ
る
運
営
を
要
望
。

○
　
中
学
校
給
食
は
保
護
者
や
生

徒
の
要
望
に
で
き
る
限
り
の
対

応
を
。

○
　
幼
児
園
構
想
は
社
会
動
向
や

地
域
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
掌
握
し
、

子
ど
も
に
と
っ
て
有
益
な
幼
児

教
育
を
。

【
特
別
会
計
決
算
】

〔
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〕

○
　
徴
収
業
務
は
個
別
の
生
活
状

況
を
把
握
し
、
安
易
に
資
格
証

明
書
の
発
行
等
を
行
わ
ず
税
の

公
平
性
の
確
保
に
努
め
る
。

〔
介
護
保
険
特
別
会
計
〕

○
　
自
分
の
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
適
正
か
確
認
で
き
る
体
制

づ
く
り
に
加
え
、
第
三
者
評
価

機
関
の
設
置
を
要
望
。

【
企
業
会
計
決
算
】

〔
水
道
事
業
会
計
〕

○
　
高
利
政
府
債
の
借
り
換
え
を

引
き
続
き
国
及
び
関
係
機
関
に

要
望
す
る
よ
う
努
め
る
。

○
　
水
道
料
金
の
改
定
は
市
民
負

担
を
極
力
縮
減
し
周
知
期
間
を

十
分
に
設
け
、
市
民
の
理
解
を

得
る
。

〔
下
水
道
事
業
会
計
〕

○
　
農
集
、
コ
ミ
プ
ラ
の
起
債
償

還
期
限
の
延
長
を
、
引
き
続
き

国
及
び
関
係
機
関
へ
要
望
を
。

○
　
下
水
道
の
改
修
は
綿
密
に
計

画
を
策
定
し
、
健
全
運
営
に
よ

る
実
施
を
。

○
　
井
戸
水
の
使
用
者
に
関
し
て

は
住
民
登
録
と
連
動
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
、
公
共
料
金
の

公
平
性
に
努
め
る
。

〔
病
院
事
業
会
計
〕

○
「
命
を
守
る
唯
一
の
場
所
」
を

念
頭
に
、
地
域
に
根
付
い
た
中

核
病
院
に
。

○
　
採
算
の
み
を
重
視
せ
ず
、
独

自
の
企
業
努
力
で
健
全
経
営
を
。

○
　
IT
化
に
よ
る
医
療
収
益
の
増

加
を
図
り
、
病
診
連
携
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
。

決決決決
算算算算
特特特特
別別別別
委委委委
員員員員
会会会会
をををを
開開開開
催催催催

11110000
議議議議
案案案案
をををを
原原原原
案案案案
認認認認
定定定定

10
月
31
日
貊
、
11
月
11
日
貂
の
２
日
間
、
平
成
14
年
度
会
計
を
審

査
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
高
見
忍
委
員
長
外
６
名
）
を
開
催
。
議

案
第
55
号
〜
64
号
の
10
会
計
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
議
を
行
い
全
会

一
致
で
原
案
認
定
、
12
月
１
日
�
の
定
例
会
で
も
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
委
員
等
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘
・
意
見
・
確
認
事
項
等
を
次
の
と

お
り
要
望
書
（
抜
粋
）
と
し
て
執
行
者
に
提
出
し
ま
し
た
。



（5）議会だより NO.98

報告第７号 専決処分したものにつき承認を求める
ことについて（平成15年度加西市一般
会計補正予算（第２号について）

（原案認定）
議案第65号 特別職に属する常勤の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定
について （原案可決）

議案第66号 一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

（原案可決）
議案第67号 特別職に属する常勤の職員、教育長及

び一般職の職員の給与の特例に関する
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて （原案可決）

議員提出議案第6号 議会の議員の報酬の特例に関
する条例の一部を改正する条例の制定
について （原案可決）

議案第55号 平成14年度加西市一般会計の決算認定
について （原案認定）

議案第56号 平成14年度加西市有線放送電話特別会
計の決算認定に付いて （原案認定）

議案第57号 平成14年度加西市国民健康保険特別会
計の決算認定について （原案認定）

議案第58号 平成14年度加西市介護保険特別会計の
決算認定について （原案認定）

議案第59号 平成14年度加西市老人保健医療特別会
計の決算認定について （原案認定）

議案第60号 平成14年度加西市公園墓地整備事業特
別会計の決算認定について（原案認定）

議案第61号 平成14年度加西市農業共済事業会計の
決算認定について （原案認定）

議案第62号 平成14年度加西市水道事業会計の決算
認定について （原案認定）

議案第63号 平成14年度加西市下水道事業会計の決
算認定について （原案認定）

議案第64号 平成14年度加西市病院事業会計の決算
認定について （原案認定）

議案第68号 収入役の選任につき同意を求めること
について （原案同意）

議案第69号 加西市廃棄物の処理及び清掃に関する
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて （原案可決）

議案第70号 加西市産業振興促進条例の一部を改正
する条例の制定について （原案可決）

議案第71号 選挙長等の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて （原案可決）

議案第72号 加西市幼児園事業実施に関する条例の
制定について（原案可決、修正案否決）

議案第73号 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の
一部を改正することについて

（原案可決）
議案第74号 平成15年度加西市一般会計補正予算

（第３号）について （原案可決）
議案第75号 平成15年度加西市国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）について
（原案可決）

議案第76号 平成15年度加西市介護保険特別会計補
正予算（第２号）について（原案可決）

議案第77号 平成15年度加西市水道事業会計補正予
算（第２号）について （原案可決）

議案第78号 平成15年度加西市下道事業会計補正予
算（第２号）について （原案可決）

議案第79号 平成15年度加西市病院事業会計補正予
算（第１号）について （原案可決）

議案第80号 平成15年度加西市一般会計補正予算
（第４号）について （原案可決）

決議案第２号 ｢議案第72号　加西市幼児園事業実
施に関する条例の制定について｣に対
する付帯決議（案） （採択）

請願第７号 市役所等における駐車料金を徴収する
ことについて （継続審査）

意見書案第10号 新たな雇用を創出するための起
業・創業環境の早急な整備を求める意
見書（案）について （可決）

意見書案第11号 観光立国へ積極的な施策推進を
求める意見書（案）について （可決）

意見書案第12号 自衛隊のイラク派遣に反対する
意見書（案） （否決）

議 決 結 果加 西 市 議 会 臨 会 ・ 定 例 会時
第196回 臨時会

第197回 定例会

10
月
15
日
発
行
（
№
97
）
の

第
195
回
定
例
会
の
ま
と
め
（
Ｐ

１
）
の
中
で
「
議
員
報
酬
を
削

減
す
る
議
員
提
出
議
案
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
」
と

報
告
い
た
し
ま
し
た
が
、
も
う

少
し
詳
し
い
説
明
を
し
て
ほ
し

い
旨
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
議

員
期
末
手
当
の
５
％
相
当
に
当

た
る
も
の
で
、
議
員
全
体
で
年

間
１，
９
４
３，
０
４
０
円
の
削

減
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
第
196
回
臨
時
会
で
は
、

特
別
職
等
の
期
末
手
当
支
給
月

数
の
変
更
（
０
・
２
５
ヶ
月
の

減
）
を
受
け
て
、
さ
ら
に
議
員

期
末
手
当
の
５
％
相
当
額
を
減

額
す
る
議
員
提
出
議
案
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
12
月
25
日
貅
、

加
西
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

（
田
中
正
美
会
長
）
よ
り
議
員
報

酬
を
今
年
４
月
か
ら
２
％
引
き

下
げ
る
べ
き
と
の
答
申
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

も
っ
と
知
り
た
い
！
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本
会
議
は
、
受
付
け
（
2
F
議

会
事
務
局
）
で
住
所
・
氏
名
な
ど

を
記
入
す
る
だ
け
の
簡
単
な
手
続

き
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。本

会
議
は
3
・
6
・
9
・
12
月

に
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
新

聞
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
広
報
し
ま
す
。

な
お
、
各
委
員
会
の
傍
聴
は
住

所
・
氏
名
な
ど
の
記
入
に
加
え
、

委
員
長
の
許
可
が
必
要
で
す
の
で

委
員
会
開
催
前
に
必
ず
議
会
事
務

局
に
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

蕁
0
7
9
0
瀚
8
7
9
0

（
議
会
事
務
局
直
通
）

幼
児
園
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
自
治
体
が
実
施
し
て
お
り
、

国
に
お
い
て
も
、
幼
保
一
元
化
の
実
現
に
向
け
前
向
き
に
検
討
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
西
市
に
お
い
て
は
、
当
初
の
15
年
度
目
標
を
16
年
度
実
施
に
変

更
し
長
年
に
亘
っ
て
調
査
研
究
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
心
豊
か
な

た
く
ま
し
い
児
童
の
育
成
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率

的
な
運
営
を
図
る
た
め
幼
児
園
事
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

幼
児
園
事
業
の
実
施
は
ま
さ
に
時
代
の
要
請
で
あ
る
が
、
今
回
賀

茂
地
区
で
計
画
さ
れ
て
い
る
幼
児
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
元
保
護

者
の
意
見
に
よ
る
と
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
、
又
、
幼
稚

園
保
育
園
の
望
ま
し
い
在
り
方
答
申
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
施
設
の

共
用
や
徐
々
に
交
流
を
深
め
な
が
ら
移
行
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
不
十
分
な
点
が
あ
り
市
議
会
で
も
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

入
園
児
が
よ
り
よ
い
環
境
の
も
と
安
全
安
心
で
心
豊
か
に
た
く
ま

し
く
育
つ
た
め
に
は
、
円
滑
な
実
施
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
次
の
４
点
に
つ
い
て
実
施
に
あ
た
っ
て
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
強
く
意
見
を
付
す
。

記

１．

保
護
者
の
理
解
を
得
る
た
め
一
層
の
努
力
を
す
る
こ
と

２．

幼
稚
園
、
保
育
園
の
現
施
設
を
共
用
し
て
有
効
活
用
す
る
こ
と

３．

平
成
16
年
８
月
末
ま
で
（
１
学
期
末
）
両
施
設
を
使
用
し
て

徐
々
に
交
流
を
深
め
る
こ
と

４．

８
月
ま
で
の
試
行
期
間
中
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
整
備

を
は
か
り
保
護
者
と
十
分
協
議
し
て
９
月
１
日
か
ら
合
同
保
育
を

実
施
す
る
こ
と

「
加
西
市
幼
児
園
事
業
実
施
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
対
す
る
付
帯
決
議

執
行
者
に
至
っ
て
は
賀
茂
幼
児
園
の
運
営
に
あ
た
り
、
次
の

諸
点
に
つ
い
て
、
特
段
の
考
慮
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

議案第72号


